
園だより   

 2025年９月 取手幼稚園 

夏休みも終わりですね。みんな、どんな休みを過ごしたでしょう。幼稚園や小学校では「夏休み

の思い出」なんていうのをお絵描きや作文なんかでやったりします。ここはこども園ですから、さ

すがに作文はありませんけれど、「思い出して、表現してみる」、そこで出会った人や物のことをも

う一度目の前で思い出してみると、ちょっと時間がたってる分だけ、どれだけ楽しく過ごせたかが

またはっきりとわかるんです。そういう思い出って、山や、海や、新幹線や、飛行機や、テーマパ

ークばかりがそうなのではありません。おうちで過ごしたちょっとした時間の中にも、それはあり

ます。「あの日（仲のいい）誰かと一緒だった」それだって、こどもたちは喜びを感じてるんです。

そしてそれは、その子を一生支えるたいせつな「思い出」かもしれないんです。《園長 小林祥人》 

 

園主題 いっしょに生きていく 

年間の主題『ともに』 

９月のねらい みてみて おもしろそう 気持ちいい 

〈保育の願い〉 

ばらぐみ  ① 友だちと共通の目的を持ち、協力しながら活動に取り組み、最後ま

でやり遂げた達成感や充実感を味わう。 

② 一人ひとりの気持ちや考えを受け止め、子どもが安心しながら自己

を十分に発揮して活動できるようにする。 

すみれぐみ ① 共通の遊びの中で、目標を持ったりお互いの思いや考えを共有し、

気持ちを認め合いながら関わりを深めていく。 

② 季節の移り変わりを感じながら秋の自然や気候、生き物に触れ、親

しみを持って関わる。 

 たんぽぽぐみ ① 友だちと共にいる時間を喜び、じっくりと遊びをすすめる。 

② 空や風、季節の変化を肌で感じ、体を動かす気持ちよさを感じる。 

ももぐみ ① 空や雲、虫の音に気付き、興味を持つ。 

② いろいろな音に合わせて体を動かして楽しむ。 

すずらんぐみ ① 友だちとの関りが増え、自分の思いを言葉や動作で伝える。 

② 一人でできることが増えていく喜びを感じる。 

今月の聖句  

気落ちしている者を励ましなさい。弱い者を助けなさい。 

テサロニケの信徒への手紙Ⅰ５章１４節 



〈９月の予定〉 

１日（月）２学期始業式 

     2026年度入園願書配布 

３日（水）英語の日（幼児クラス） 

ありんこくらぶ 

1０日（水）体操の日（幼児クラス） 

 ありんこくらぶ 

15日（月）敬老の日（休園日） 

17日（水）英語の日（幼児クラス） 

ありんこくらぶ 

23日（火）秋分の日（休園日） 

24日（水）体操の日（幼児クラス） 

      ありんこくらぶ 

26日（金）誕生会 

 

 

・９月１日より２０２６年度新入園児募集の為の願書配布が始まります。 

 お知り合いなどおすすめくだされば幸いです。願書受付は１０月１日からです。 

 

・取手市より、「利用者負担額決定通知書」が郵送され、利用者負担額が変更になったご家庭があ

るかと思います。ご確認をお願い致します。 

 

・運動会について（幼児組のみの行事です） 

  10月 4日（土）に予定されております運動会（幼児組）は、３クラス合同で行います。時

間は９時～11時です。雨天の場合は５日（日）に延期し、それ以後は平日順延となります。

詳細は後日お手紙にてお知らせいたします。 

 

・実習生について 

  ９月から１０月にかけて入れ替わりで実習生が入ります。 

 

＊ご報告 

 ・９月より新しい先生が入ります。 

   吉沢ちひろ先生です。保育補助としていろいろなクラスに入っていただきます。 

   よろしくお願いいたします。 

  

・主任及び年長組担任の長谷川渚先生がこの度ご結婚されました。 

  そのため、お名前が猪野（いの）渚に変わりました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

9月生まれのお友達 

７日  ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ちゃん（たんぽぽぐみ） 

３日  ☆☆☆☆☆☆☆くん   （ばらぐみ） 

１６日  ☆☆☆☆☆☆☆ちゃん  （ももぐみ） 



  クラスみにみに通信  

  

《ば ら ぐ み》 

 

 プールにお祭りなどいろいろな体験を楽しんだ夏が終わり、だんだんと秋の気配が近づいてきま

した。夏休み期間、登園していた子どもたちは普段とはちょっぴり違う楽しい日を過ごしました。

園庭で育てているお野菜を収穫し餃子の皮に乗せてピザ作りをしました。苦手なお野菜にも挑戦し

てみる姿が！「美味しい～！」「野菜食べれた！」の声が沢山聞こえましたよ！また、ポップコー

ンを作って食べたり、プールでひと遊びした最後にポッキンアイスを食べたり……もちろん食べて

ばかりではありません！！プールの時に大きなシャボン玉の中に入ってみたり！？取手の花火が

終わった後には、トイレットペーパーの芯の先を細かく切って絵の具を付けてパサパサと画用紙に

付け花火の制作をみんなでしましたよ！ 

カブトムシも「見てもいいー？」と毎日欠かさずお世話をしていました。毎日出していると、触

れなかった子もいつの間にか手で持てるようになっていたり、ゼリーを開けられるようになってい

たり！卵を見つけたり！いろいろな発見がありました。夏ならではの楽しい経験を楽しんでいたよ

うに感じます！ 

今月からは、運動会に向けての取り組みが始まります！暑さに気をつけながら、楽しい思い出が

作れるといいな、と思います！ 

  

《す み れ ぐ み》 

 

 日中は夏と変わらない暑い日が続きますが、時々吹く気持ちの良い風や短くなった日の長さに

季節の移ろいを感じます。子どもたちもプールやお祭り、花火大会など夏の思い出がたくさんで

きたようです。 

長いお休みだった 1号さん。久しぶりに元気な顔を見ることができました。おじいちゃんおば

あちゃんのお家に行った話や大好きな家族と過ごした話、出かけた先で幼稚園のお友だちと会っ

た話など大盛り上がり！嬉しそうな、どこかお兄さんお姉さんになったような表情を見て、素敵

な時間が過ごせたんだなぁということが伝わってきました。 

幼稚園で過ごしたお友達も、普段とはちょっと違ったスペシャルな日を過ごしました。ピザ作

りやポップコーンパーティー、大きなシャボン玉で遊んだり、みんなでひとつの大きな製作をし

たり。みんなのキラキラした楽しそうな笑顔がとっても印象的でした。苦手だったお野菜が食べ

られるようになったり、ちょっと怖かったカブトムシを触れるようになったり、小さなお友だち

を気遣いながら一緒に遊んだり、夏ならではの経験を通して色々な姿や成長を見せてくれた子ど

もたちです。異年齢での時間だからこその活動や関わりを楽しむことができたように思います。 

運動会を筆頭に、色々な行事が待っている 2学期。子どもたちのペースを大切にして、楽しみ

ながらたくさんの思い出を作っていきたいと思います。 

 



《た ん ぽ ぽ ぐ み》 

  

それぞれに楽しい夏を過ごすことが出来たようですね。いい夏を過ごしたかどうかは子どもたち

の様子や表情などを見ていればわかるものです。少しの間会わなかっただけでなんだかぐっと大

きくなったような。そしてたくさんお話してくれます。お祭りや花火、ご家族と過ごした夏の出

来事のことを。子どもたちの話を聞きながら５０歳も過ぎた私は今でも幼いころの夏休みを思い

出します。新幹線に乗っておばあちゃんのうちへ行ったこと。いとこたちとザリガニ釣りやセミ

取りに夢中になったこと。おばあちゃんが飼っていた鈴虫の声。おばあちゃんの「よぐきたごと

（よく来たね）」というなまりの入った言葉、声。そのことを思い出すとき、同時に「愛されてい

た」という思いに満たされます。それが今なお私の生きる力になっていることを思い、幼児期に

いい夏を過ごすことの大切さを改めて思うのです。思い出はどこかに出かけるという事ばかりで

はありませんね。場所はどこでも普段とは少し違った夏ならではの体験が心地よく、満たされた

ものならば「いい夏」だったに違いありません。この夏を終えて心も体も大きくなったたんぽぽ

組は２学期、みんなで一緒にできることをもっともっと楽しみたいと思います。運動会のダン

ス、作品展の大きな製作、クリスマスの歌など、「１人で」もいいけれど「一緒に」も素敵だねっ

て伝えていきたいと思います。 

 

《も も ぐ み・す ず ら ん ぐ み 》 

 

こんがりと焼けた子ども達の顔や肌に、このひと夏を存分に楽しみ、成長を感じるこの頃。季

節はだんだんと秋に近づいてきました。 

先日は保育参観にお越しくださりありがとうございました。寒天遊びでは、なかなか味わうこ

とができないような感触を楽しんだり、切ってみたりすくってみたり、保護者の方たちと一緒に

体験できたこと、子ども達の表情を見てすごく楽しかったことが伝わってきました。その後のリ

ズム体操でも普段とは一味違って、保護者との関りを存分に楽しんでいる様子がたくさん見られ

ました。次の日、「ママたち次いつ来るかな？」「またゼリー（寒天）やりたいね」「ダンス楽しか

った」と子ども達から言われて、とっても思い出深い一日になってすごくうれしかったです。あ

りがとうございました。 

夏といえばプール！今年度も沢山プールに入りました。園庭にある滑り台をプールにつなげて

ウォータースライダーに！すごく目をキラキラ輝かせて何度も滑って遊んでいました。また、泡

遊びもして感触を楽しんだり、泡を水に浮かべて消えていく様子を不思議がり、私も一緒になっ

てみんなで何度も浮かべてはじっと観察しました。子どもたちなりに理由を考えて「冷たいから

だよ」「お水だからだよ」など色々な意見がでてきました。大人にとっては簡単に分かるようなこ

とでも、子ども達の不思議を実際にやってみて自分で考えていくことはすごく大切ですよね。今

後もこのような経験を大切に保育をしていこうと思います。また、園で飼っているカブトムシを

よくお昼寝明けにみんなで観察しています。最初はなかなか触れずにいた子ども達。毎日見てい

くうちに背中をちょんっと触ったり、少し持ち上げられるように！暑さが落ち着いたら沢山お散

歩に行き、いろいろな虫や植物に触れ合っていこうと思います。 


